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	【研究の背景】
	私たちの社会では毎日たくさんの荷物がドライバーによって輸送されていますが、細胞の中にもタンパク質製の道路網があり、生命活動に必須の物質がドライバーである分子モーターによって運ばれています（図１）。ドライバー不足などで起こる物流の停滞は重大な社会問題ですが、同様に、分子モーターによる輸送の不具合は体にとって不都合であり様々な病気と関連しています。特に神経細胞の場合は輸送の不具合がアルツハイマー病、パーキンソン病などの神経疾患と関連するといわれています。こういったことから、分子モーターによる輸送メカ...
	図1 細胞内の物流：
	私たちの社会で荷物がドライバーによって輸送されているが、細胞の中にもタンパク質製の道路（緑の線）である微小管が張り巡らされており、微小管に沿ってタンパク質分子モーターが荷物である小胞を輸送している。
	【メカノバイオロジー分野の新しい細胞内力測定】
	溶媒中で小さな粒子は熱ゆらぎ等の効果でゆらぎます。物理法則から、このようなゆらぐ運動はエネルギーと関係します。林久美子准教授（東北大）らの研究グループは、この物理法則に着目し、小胞に働く力を小胞の重心位置がゆらぐ運動から見積もることに成功し、そのデータから細胞内における分子モーターの輸送力を推定する新たな細胞内力測定法(図2)を開発しました（参考情報１、2）。これまで細胞内力測定法を用いて、神経細胞内の物質輸送を計測し、1) 物質輸送には複数個の分子モーターが協同で動いていること、2) 物質輸送...
	図2 細胞内力測定法:
	細胞に外力を加える侵襲測定と異なり、ゆらぎは小胞の蛍光イメージングから非侵襲に得ることが可能。分子モーターに運ばれる小胞の重心位置は、一方向運動しながらも、熱等の効果でゆらいでいる（線グラフ参照）。物理法則を用いることで、ゆらぐ運動は小胞にはたらく力(輸送力)と関連付けることができ、その力の大きさから小胞を運ぶ分子モーターの個数が計測可能となる。
	※顕微鏡動画の小胞はメラノソーム
	【今回の研究成果】

